法務省　　野沢太三法務大臣殿
刑法２１１条業務上過失致死傷罪「罰金刑」の見直しを求めます
国にとって、「ひとりの命の重さ」　軽いですか？ 
交通事故は再犯でも何人死なせても、罰金刑なら最高５０万円です
平成14年９月１８日、名古屋市緑区にある私立めぐみ保育園で孫を迎えに来た男性（当時７５）の運転する車が園舎屋上駐車場より柵を突き破り転落。真下の園庭で遊んでいた３歳になる私共の娘 樹里が車の下敷きとなり亡くなりました。この男性に科せられた刑罰は罰金５０万円でした。飲酒運転の違反が３０万円の罰金の時代に死亡事故の償いも同じ罰金とは、あまりに不条理な司法制度ではないでしょうか。しかしながら、これが罰金の上限額であり現実なのです。
ブラジルは交通死亡事故を“殺人罪”としています。また、フランスでは車で人の命を奪った時、罰金刑の上限は８００万円になります。「意思のない殺人」といわれる日本の交通死亡事故ですが過失や故意を問わず奪われた命は返ってはきません。日々、約３０名にも及ぶ尊い命が理不尽な交通事故により喪われ続けている昨今、この刑罰の軽さこそが交通事故を容認し死亡事故に繋がってゆくといっても過言ではないと思います。「車が凶器に代わる」という運転者の意識改革、再犯防止、交通事故撲滅の為にも、その罪に見合った量刑を見直していただきますよう要望いたします。樹里が返ってこないことは悲しいけれど、樹里の死を無駄にすることは、もっと悲しい事と考えました。ご賛同いただけたら幸いです。
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片岡 誠 朋美 〒458-0902愛知県名古屋市緑区有松三丁山９２２番地  TEL&FAX 052-623-3985　　　　　　                
　　　　　　　　　　　　（自署にてお願いいたします）　　








